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ASA 資格認定申請書資格認定申請書資格認定申請書資格認定申請書 (Part 1) 
申請書申請書申請書申請書 

P.3 の「記入方法」をよく読んで、以下の必要事項を記入してください。 

 

1. 今回認定を申請する資格のタイプ：今回認定を申請する資格のタイプ：今回認定を申請する資格のタイプ：今回認定を申請する資格のタイプ： 該当するものにチェックマークを入れてください。 

 Accredited Member      Accredited Senior Appraiser     AM to ASA             Additional Designation 
(認定資産評価士)         (上級資産評価士)         (AM から ASA への昇級)   (2 つ目以上の資格認定) 

 

2.    申請者情報：申請者情報：申請者情報：申請者情報： 

氏名：(日本語表記)                        (英語表記)                               

ASA 支部名：    Japan    (JaSIA)               ASA 会員番号：                           

住所：(送付物発送用 日本語表記)：                                                           

                                                                          

TEL 番号：                              FAX 番号：                              

E-mail Address：                                                               

3.    評価専門領域評価専門領域評価専門領域評価専門領域: 

Discipline(分野)：   Machinery and Technical Specialties (MTS)                                       

Specialty(専門領域)： 

���� Machinery and Equipment 

□ Aircraft 航空機 (別途試験が必要 US$550) 

□ Marine Surveys – commercial 海事鑑定－業務用船舶 (別途試験が必要 US$550) 

□ Marine Surveys – yachts 海事鑑定－ヨット (別途試験が必要 US$550) 

□ Cost Surveys 減価評価 (別途試験が必要 US$550) 

□ Mines & Quarries 鉱山&採石場 (別途試験が必要 US$550) 

□ Oil & Gas 油田&ガス田 (別途試験が必要 US$550) 

□ Public Utilities 公共ユーティリティ設備 (別途試験が必要 US$550) 

4. 最終学歴最終学歴最終学歴最終学歴 

以下に必要情報を記入の上、卒業された大学の卒業証書を添付してください。大卒以外の方は、教育資格認定に

ついて JaSIA に個別に相談をしてください。 

大学名：                                    所在地：                           

入学年度：           卒業年度：             学位/取得年度：                  ／              



 

- 2 - 

5. 現在の勤務先現在の勤務先現在の勤務先現在の勤務先 

会社名：                                                                    

勤務期間：        年～現在 部署名：                        役職：                   

会社住所：                                                                    

 

6. 所属専門団体所属専門団体所属専門団体所属専門団体 

会員となっていたり、権限の委譲をうけている団体がある場合、その所属団体を全て記載してください。 

所属団体名 1：                                                                

所属団体名 2：                                                                

所属団体名 3:                                                                

何らかの専門団体から会員としての登録を拒否、もしくは取消されたことはありますか？   □YES    □NO 

上記質問に YES とお答えになった方は、その理由を以下に記載してください。 

 

 
 

7. USPAP の講座受講状況の講座受講状況の講座受講状況の講座受講状況※北米にて評価鑑定業務を行う場合、必須となります。 

USPAP の講座（POV とは別に、15 時間）を受講したことがありますか？            □YES    □NO 

ある場合、受講された年月を記入してください。                               年       月 

 

 

I hereby certify that the statements contained herewith are correct and, if elected to designated membership, I 
agree to abide by ASA’s constitution, bylaws, administrative rules, Principles of Appraisal Practice and Code 
of Ethics, and by the provision s of the International Valuation Standards (IVS). 
 
私は、ここに記載した内容が全て真実であることを証明するとともに、ASAの資格認定を受けた場合、ASAの規約、

付帯規則、運営規則、評価業務の指針、倫理規定、及び国際評価基準（IVS）に従い、業務を行うことに同意しま

す。 
 
 
 
署名：                                           日付                        
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ASA 認定資格申請書認定資格申請書認定資格申請書認定資格申請書(Part2) 
記記記記入入入入方法方法方法方法 

 
1. 今回認定を申請する資格のタイプ今回認定を申請する資格のタイプ今回認定を申請する資格のタイプ今回認定を申請する資格のタイプ 

ME201-204の受講者で、今回初めてASAの機械設備評価士の資格認定を申請される場合、ご自分の専門領域に

おける鑑定経験の期間により、以下のいずれかの資格タイプを選択してください。 

� Accredited Member 認認認認定資産評価士定資産評価士定資産評価士定資産評価士    (AM) 
2～5 年間のフルタイム鑑定経験がある場合、認定資産評価士(AM)に認定されます。   

� Accredited Senior Appraiser 上級資産評価士上級資産評価士上級資産評価士上級資産評価士(ASA) 
5 年以上のフルタイム鑑定経験がある上級資産評価士(ASA)に認定されます。 

現在既に AM（認定資産評価士）の認定を受けておられる方で、今回同じ専門領域において上級資産評価士への昇

級を申請される方は、「AM to ASA」を選択してください。 

既に１つの分野(Discipline)で AM もしくは ASA の認定を受けておられる方で、今回、別の分野での認定を申請され

る方は、「Additional Designation」を選択してください。 

2. 申請者情報申請者情報申請者情報申請者情報 

活字体で、必要な情報を記入してください。 
ASA 会員番号がわからない方は、JaSIA までお問い合わせください。 

3. 評価専門領域評価専門領域評価専門領域評価専門領域 

ME201-204 の受講者の皆様については 
Discipline（分野）は、Machinery and Technical Specialties (MTS) 
Specialty(専門領域)は Machinery and Equipment(機械設備) での認定を申請することになります。既に事前に入

力しておりますので、記載していただく必要はありません。 

Machinery and Equipment(機械設備)以外での認定については、ME201-204 の受講と修了試験の合格のほかに、

専門領域に特化したコースの受講、修了試験の受験が必要となりますが、現在日本語での提供はございません。 

4.    最終学歴最終学歴最終学歴最終学歴 

活字体で、必要な情報を記入してください。 

5.    現在の勤務先現在の勤務先現在の勤務先現在の勤務先 

活字体で、必要な情報を記入してください。 

6. 所属専門団体所属専門団体所属専門団体所属専門団体 

会員となっていたり、権限の委譲を受けている団体がある場合、その所属団体を記入してください。 
例）日本不動産鑑定協会、等 

7. USPAP の講座受講状況の講座受講状況の講座受講状況の講座受講状況 

USPAP の講座を別途受講したことがある方は、その旨、記載してください。北米で鑑定業務を行われる方は、ASA
の USPAP の講座受講が必須となっておりますが、それ以外の方は必須ではありません。 

最後に、申請書記載の内容に間違いがないことを証明するため、署名と署名した日付を記入してください。 


